
新型コロナウイルスに関
する当地の状況について



マッカ州及びマディーナ州の感染状況
等

サウジ国内での一日当たりの新規感染者数は増加傾向にある
一方、６月においては、当館管轄地域内での１日当たりの新
規感染者数に若干の減少が認められた。

１日時点でマッカ州（ジッダを含む。）で３６７名及びマ
ディーナ州で８７名であったのが、３０日時点でそれぞれ３
１７名及び６７名に。

報道によれば、新型コロナ感染対策関連規則への違反による
マッカ州での被逮捕者が６月には約１００名に。



入国規制関係①：入国停止国

７月３日、サウジ内務省は、以下の国々に加え、アラブ首長
国連邦、エチオピア、ベトナム及びアフガニスタンからの入
国が停止されると発表しました。これらの国々にサウジアラ
ビアへの入国から遡って１４日以内に滞在した渡航者（トラ
ンジットの場合を含む。）に対しては、入国が認められてい
ません。ただし、サウジアラビア国民、各国の外交官、医療
関係者及びそれらの家族については、例外とされています。

引き続き入国が停止されている国：アルゼンチン、インド
ネシア、ブラジル、パキスタン、トルコ、南アフリカ、レ
バノン、エジプト、インド



入国規制関係②：フライト停止国

（７月３日更新）なお、エチオピア、アラブ首長国連邦及び
ベトナムその他サウジ国民に対し当局からの事前の許可を得
ることなく渡航が禁止されている国々（リビア、シリア、レ
バノン、イエメン、イラン、トルコ、アルメニアソマリア、
コンゴ民主共和国、アフガニスタン、ベネズエラ、ベラルー
ス、インドその他パンデミックの状況が不安定な国々）（渡
航禁止国）との間では、７月１４日１１時以降フライトが停
止されています。



入国規制関係③：指定隔離施設での隔離対
象への変更

７月３日、サウジ内務省は、エチオピア、アラブ首長国連邦
及びベトナムその他サウジ国民に対し当局からの事前の許可
を得ることなく渡航が禁止されている国々（リビア、シリア、
レバノン、イエメン、イラン、トルコ、アルメニアソマリア、
コンゴ民主共和国、アフガニスタン、ベネズエラ、ベラルー
ス、インドその他パンデミックの状況が不安定な国々）（渡
航禁止国）からの全ての入国者については、指定された施設
での隔離の対象となることを決定しました。



その他

総領事館としては、在サウジアラビア大使館とも連携し、在
留邦人の皆様に最新の情報をお届けすべく努めております。

その一方で、当局により今後新たな規則の追加や修正が行わ
れる可能性が常にあります。入国後のその他の具体的な規制
措置については、利用航空会社による案内のほか、機内で配
布され、入国時に提出する誓約書に記載されている事項に
従って下さい。



日本への帰国時

最新情報については、随時当館HPを御確認ください。



サウジアラビアにおける濃厚接触者の定義

患者や無症状陽性者と発症前２日から１４日後以内に以下のことが
あった者

① 患者と2m以内に15分を超えていた。

② 患者の体に直接触れた。

③ 患者と同居。または同一の部屋、食事、あるいは空間を共有した。

④ 患者と乗り物に乗った際、２列以内に座っていた。
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感染リスクのある「3密」とは：
①密集

②密閉

③密接

感染リスクのある「5つの場面」とは：
①飲食を伴う懇親会

②大人数や長時間の飲食

③マスクなしでの会話。

④狭い空間での共同生活

⑤居場所の切り替わり 10
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